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〇
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本
書
はG

abriele Tergit, Flow
ers through the Ages, O

sw
ald W

olff Lim
ited, London, 1961

の
抄
訳
で
あ
る
。

　

著
者
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ー
ギ
ッ
ト
（
一
八
九
四
～
一
九
八
二
）
は
ド
イ
ツ
の
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
が
、
彼
女
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
経
歴
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
お
こ
う
。
著
者
は
一
八
九
四
年
三
月
四
日
、
ベ
ル
リ
ン
に

生
ま
れ
た
。
本
名
は
エ
リ
ー
ゼ
・
ラ
イ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ー
ギ
ッ
ト
（「
タ
ー
ギ
ッ
ト
」
は
英
語
読
み
）
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
父
親
は
ケ
ー
ブ
ル
製
造
工
場
を
経
営
し
て
お
り
、
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
育
っ
た
。「
良
家
の
子
女
」
に

は
珍
し
く
、
ア
リ
ス
・
ザ
ロ
モ
ン
の
社
会
事
業
女
学
校
に
入
学
。
入
学
と
同
時
に
託
児
所
や
実
習
先
紹
介
所
で
働
い
た
が
、
そ
の
間
、
女
性

運
動
に
携
わ
る
人
び
と
と
も
交
流
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
し
、
大
学
進
学
を
決
意
す
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
（
大
学
入
学
の
た
め
の
高
等
学
校
終
了
試
験
）
を
受
け
、
一
九
一
九
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
歴
史
学
、
哲
学
、
社
会
学
を
学
ぶ
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
二
十
世
紀
前
半

訳
書
紹
介ガ

ブ
リ
エ
ル
・
タ
ー
ギ
ッ
ト
著
、
遠
山
茂
樹
訳

『
図
説 
花
と
庭
園
の
文
化
史
事
典
』八

坂
書
房
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
五
日
刊
、
四
六
版　

上
製　
　
　
　
　

三
一
九
頁
＋
索
引
xi　

本
体
三
五
〇
〇
円
＋
税　
　
　
　
　

遠　

山　

茂　

樹
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の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
歴
史
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
師
事
し
、
一
九
二
五
年
に
代
議
士
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ト
に
関
す
る
論
文

で
歴
史
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

　

十
九
歳
の
時
、
ベ
ル
リ
ン
を
代
表
す
る
リ
ベ
ラ
ル
系
の
大
新
聞Berliner Tageblatt

の
折
り
込
み
に
最
初
の
記
事
を
書
き
、
一
九
二
〇
年

以
降
、
こ
れ
ま
た
ベ
ル
リ
ン
の
大
新
聞
で
あ
るVossische Zeitung

を
は
じ
め
各
種
新
聞
の
文
芸
欄
に
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。
一
九
二
五
年

に
はBerliner Tageblatt

の
法
廷
担
当
記
者
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
九
三
三
年
ま
で
同
紙
の
編
集
部
に
所
属
し
、
数
々
の
取
材
記
事
を
書
い

た
。
こ
の
間
、
一
九
三
一
年
に
は
流
行
歌
手
ケ
ー
ゼ
ビ
ア
を
主
人
公
と
し
た
社
会
風
刺
小
説
『
ケ
ー
ゼ
ビ
ア
は
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム

を
征
服
す
る
』
を
発
表
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

　

法
廷
記
者
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
も
関
与
し
た
事
件
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
く
一
方
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
左
派
リ
ベ

ラ
ル
知
識
人
の
集
ま
っ
た
雑
誌D

ie W
eltbühne

に
も
寄
稿
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ナ
チ
に
敵
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

は
タ
ー
ギ
ッ
ト
を
「
卑
劣
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
罵
倒
し
た
と
い
う
。

　

一
九
三
三
年
三
月
四
日
、
早
朝
三
時
頃
、
ナ
チ
の
突
撃
隊
が
タ
ー
ギ
ッ
ト
夫
妻
の
住
む
ア
パ
ー
ト
の
戸
口
の
呼
び
鈴
を
鳴
ら
し
た
。
す
る

と
夫
が
こ
う
叫
ん
だ
。「
開ニ

ヒ
ト
・
ア
ウ
フ
マ
ヒ
ェ
ン

け
る
な
！
」。
の
ち
に
著
者
は
、
こ
の
ひ
と
こ
と
で
救
わ
れ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
奇
し
く
も

タ
ー
ギ
ッ
ト
、
三
十
九
歳
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
身
の
危
険
を
感
じ
た
彼
女
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
（
当
時
）
の
プ
ラ

ハ
に
逃
亡
、
す
ぐ
さ
ま
夫
も
息
子
を
連
れ
て
あ
と
を
追
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
一
月
に
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
渡
り
、
最
終
的
に
は
一
九
三
八

年
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
亡
命
ド
イ
ツ
語
圏
作
家
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
を
つ

と
め
、
数
々
の
報
告
書
や
作
家
た
ち
の
自
叙
伝
を
編
集
・
出
版
す
る
か
た
わ
ら
、
文
化
史
研
究
に
も
従
事
し
、
著
作
を
発
表
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
彼
女
の
後
半
生
に
お
け
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
、
一
九
五
八
年
に
初
版
、
一
九
六
四
年
に
は
新
版
が
出
さ
れ
、
英
語
、
イ
タ
リ
ア

語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
成
功
に
よ
っ
て
、
著
者
で
あ
る
彼
女
自
身
や
彼
女
の
ほ
か
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の
作
品
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
亡
命
前
と
比
べ
る
と
、
亡
命
後
の
生
活
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
著
者
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九

八
二
年
七
月
二
十
五
日
、
タ
ー
ギ
ッ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
で
八
十
八
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
に
あ
る
「
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
タ
ー
ギ
ッ
ト
通
り
」
は
、
一
九
九
八
年
、
著
者
に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
東
欧
、
南
北
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
多
様
な
地
域
を
視
野
に
入
れ

た
空
間
軸
と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
か
ら
現
代
に
至
る
時
間
軸
に
沿
っ
て
、
植
物
や
庭
園
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
数
々
を
た
ど
る
。
花
の
文
化
史

で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
誌
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
皇
后
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
と
バ
ラ
の
話
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
バ
ラ

が
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
庭
で
栽
培
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
で
は
な
く
、
薬
効
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
事
実
、
バ
ラ
に
は
豊
富

な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治
療
に
使
わ
れ
て
き
た
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
修
道
院
設
計
図
の
薬
草
園
に
記

さ
れ
て
い
る
十
六
種
類
の
植
物
の
な
か
に
バ
ラ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。　

　

ま
た
、
ス
イ
レ
ン
と
い
え
ば
、
モ
ネ
の
『
睡
蓮
』
を
連
想
す
る
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ
の
植
物
は
、
十
九
世
紀
末

期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
流
行
す
る
。
い
や
し
く
も
き
ち
ん
と
し
た
浴
室
で
あ
れ
ば
、
ス
イ
レ
ン
模
様
の
タ
イ
ル
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
た
。

「
ザ
ク
ロ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
、
バ
ラ
が
ロ
コ
コ
の
時
代
を
象
徴
し
て
い
た
よ
う
に
、
ス
イ
レ
ン
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
象
徴
す
る
模
様
に

な
っ
た
」（
本
書
二
八
八
頁
）。「
ザ
ク
ロ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
え
ば
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
『
ザ
ク
ロ
の
聖
母
』
を
思
い
出
す
。「
バ
ラ

が
ロ
コ
コ
」
と
聞
け
ば
、
誰
し
も
優
雅
で
甘
美
な
バ
ラ
と
ロ
コ
コ
美
術
を
連
想
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
「
ス
イ
レ
ン
は
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
象
徴
す
る
模
様
に
な
っ
た
。」
と
い
わ
れ
れ
ば
、
ス
イ
レ
ン
の
長
い
蔓
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
曲
線
美
が
重
な
り
合

う
。
ス
イ
レ
ン
の
長
く
垂
れ
下
が
っ
た
蔓
は
十
九
世
紀
後
半
の
舞
踏
会
用
の
ド
レ
ス
に
掛
け
ら
れ
、
ス
イ
レ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト

も
人
気
を
博
し
た
。『
睡
蓮
』
を
描
い
た
モ
ネ
が
活
躍
し
た
時
代
に
、
ス
イ
レ
ン
が
も
て
は
や
さ
れ
た
と
い
う
の
も
何
か
し
ら
因
縁
め
い
て

い
る
。
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と
も
あ
れ
、
右
に
引
用
し
た
一
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
代
を
象
徴
す
る
植
物
を
直
截
に
挙
げ
て
い
る
あ
た
り
は
、
碩
学
マ
イ
ネ
ッ
ケ

の
下
で
歴
史
学
を
修
め
た
著
者
な
ら
で
は
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

一
般
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
植
物
学
者
た
ち
の
生
涯
や
、
そ
の
素
顔
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
本
書
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
十
六
世
紀
に
活
躍
し
た
植
物
学
者
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
は
鋭
い
観
察
眼
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
、
植
物
の
説
明
に
際
し

て
は
、
古
代
の
ガ
レ
ノ
ス
や
プ
リ
ニ
ウ
ス
か
ら
の
引
用
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
が
垣
間
見

え
る
。
随
所
に
み
ら
れ
る
本
草
書
や
花
譜
も
興
趣
が
尽
き
な
い
。

　

庭
園
に
つ
い
て
も
本
書
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
と
い
え
ば
、
歴
史
の
教
科
書
で

は
哲
学
者
・
思
想
家
と
し
て
お
な
じ
み
だ
が
、
彼
が
埋
葬
さ
れ
た
エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
の
庭
は
、
庭
園
史
の
上
で
は
フ
ラ
ン
ス
最
初
の
風
景

式
庭
園
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
庭
の
施
主
は
ジ
ラ
ル
ダ
ン
侯
爵
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
八
）
で
、
ル
ソ
ー
の
友
人
に
し
て
後
援
者
で

あ
っ
た
。
彼
は
ル
ソ
ー
の
作
品
に
心
酔
し
、
自
分
の
子
供
た
ち
も
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
に
従
っ
て
育
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
筋

金
入
り
の
ル
ソ
ー
崇
拝
者
と
い
っ
て
よ
い
。
最
晩
年
、
ル
ソ
ー
は
ジ
ラ
ル
ダ
ン
侯
爵
の
庇
護
を
受
け
て
エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
に
落
ち
着
き
、

そ
こ
で
没
し
た
。

　

エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
の
庭
で
興
味
深
い
の
は
、
侯
爵
が
こ
の
庭
を
つ
く
る
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
画
家
ユ
ベ
ー
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
（
一
七
三

三
～
一
八
〇
八
）
の
絵
画
に
倣
っ
て
設
計
し
た
と
い
う
点
だ
。
ロ
ベ
ー
ル
は
画
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
王
室
付
き
の
庭
園
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
し
た
風
景
画
家
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
か
ら
着
想
を
得
て
、
プ
ッ
サ
ン
の
代
表
作
と
同
じ
題
名
の

絵
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
牧
人
た
ち
」
を
残
し
て
い
る
。
プ
ッ
サ
ン
は
、
グ
ラ
ン
ド･

ツ
ア
ー
で
イ
タ
リ
ア
に
出
か
け
た
英
国
貴
族
に
大
変
人

気
の
あ
っ
た
画
家
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
式
庭
園
も
プ
ッ
サ
ン
や
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
絵
画
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
よ
う
。

　

エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
の
庭
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ベ
ー
ル
が
イ
タ
リ
ア
の
風
景
画
家
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
に
心
酔
し
、
ロ
ベ
ー
ル
の
絵
画
を
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み
た
ジ
ラ
ル
ダ
ン
侯
爵
が
そ
れ
を
模
し
た
作
庭
を
依
頼
し
た
と
し
た
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
式
庭
園
も
イ
タ
リ
ア

絵
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
自
然
に
帰
れ
」
と
唱
え
た
ル
ソ
ー
は
自
然
を
模
し
た
庭
園
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
文
字
通
り
、「
自
然
に
帰
っ
た
」
と
い
う
べ
き
か
。

　

ル
ソ
ー
は
植
物
に
も
造
詣
が
深
く
、『
植
物
学
』
な
る
著
作
も
残
し
て
い
る
が
、
本
書
に
は
エ
ル
ム
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
の
庭
で
ジ
ラ
ル
ダ
ン
家

の
子
供
た
ち
に
植
物
を
教
え
て
い
る
ル
ソ
ー
の
姿
を
描
い
た
銅
版
画
（
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
博
物
館
蔵
）
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
語
の
原
著
は
、『
ヨ
ウ
ラ
ク
ユ
リ
と
赤
い
シ
ャ
ク
ヤ
ク― 

花
の
文
化
小
史
』（K

aiserkron und Päonien rot : K
leine K

ulturgeschichte 

der Blum
en, K

öln/B
erlin, 1958

）
の
表
題
を
も
つ
。
訳
者
の
手
許
に
あ
る
の
は
、
一
九
六
三
年
に
ク
ナ
ウ
ア
ー
社
か
ら
出
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
版
だ
が
、
ま
こ
と
に
「
小
さ
な
大
著
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
た
び
の
翻
訳
に
際
し
て
は
英
語
版
を
底
本
と
し
た
が
、
必
要
に
応

じ
て
当
ド
イ
ツ
語
版
を
参
照
し
た
。
著
者
が
本
書
を
執
筆
し
た
の
は
亡
命
先
の
ロ
ン
ド
ン
で
、
す
で
に
齢
六
十
を
過
ぎ
て
い
た
。
ナ
チ
の
迫

害
を
逃
れ
、
終つ
い
の
住
処
と
し
て
選
ん
だ
ロ
ン
ド
ン
で
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
ペ
ン
を
執
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ

れ
、
本
書
は
植
物
と
歴
史
に
関
す
る
著
者
の
深
い
造
詣
に
裏
打
ち
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
読
み
物
で
あ
り
、
気
軽
に
手
に
と
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
本
書
の
邦
題
は
出
版
社
の
意
向
に
よ
る
。

　

拙
い
訳
書
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
て
世
に
出
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
＝
イ

ス
ハ
ー
ク
や
「
純
正
同
砲
団
の
書
簡
集
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
シ
リ
ア
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
高
橋
英
海
氏
（
東
京
大
学
）
よ
り
貴
重
な
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
著
者
の
略
歴
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
気
鋭
の
ド
イ
ツ
近
現
代
史
家
で
あ
る
中
野
智
世
さ
ん
（
成
城
大
学
）

の
惜
し
み
な
い
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
二
人
に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
ま
た
、
原
著
に
引
用
さ
れ
て
い
る
聖
書
、
文
学
作
品
、

哲
学
書
の
な
か
に
は
、
既
に
複
数
の
邦
訳
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
手
許
に
あ
る
限
り
、
参
看
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
訳
文
は
適
宜
改
訳
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、『
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
東
洋
を
駆
け
る
』（
二
〇
〇
七
年
刊
）、『
西
洋
中
世
ハ
ー
ブ
事
典
』（
二
〇
〇
九
年

刊
）
同
様
、
こ
の
た
び
も
八
坂
書
房
編
集
部
の
三
宅
郁
子
さ
ん
に
、
一
方
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
回
の
仕
事
の
依
頼
を
受
け
た
の

は
、
二
〇
一
〇
年
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
生
来
の
怠
惰
と
浅
学
菲
才
ゆ
え
に
、
本
書
刊
行
ま
で
に
数
年
の
歳
月
が
経
過
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
、
折
に
ふ
れ
て
適
切
な
助
言
を
頂
戴
し
た
う
え
、
原
著
に
は
な
い
絵
画
、
稀
覯
本
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
な
ど
貴

重
な
図
版
を
四
〇
〇
点
も
取
り
揃
え
、
掲
載
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
も
と
よ
り
、
本
書
に
過
誤
や
誤
謬
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
一
に
か
か
っ
て
訳
者
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
読
者
諸
賢
の
ご
叱
正
を
乞
う
。

　

最
後
に
な
る
が
、
訳
業
中
の
二
〇
一
二
年
四
月
、
恩
師
・
小
室
榮
一
先
生
が
永
眠
さ
れ
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
世
を
生
き
、

わ
が
国
に
お
け
る
中
世
城
郭
史
研
究
の
礎
を
築
か
れ
た
先
生
の
学
恩
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
今
は
亡
き

令
夫
人
・
小
室
郁
子
様
が
い
れ
て
く
だ
さ
っ
た
あ
た
た
か
い
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
生
の
書
斎
で
過
ご
し
た
四
半
世
紀
の
歳
月
を
、

わ
た
く
し
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　　
【
追
記
】�

本
書
は
「
朝
日
新
聞
」（
二
〇
一
四
年
六
月
二
九
日
付
）
全
国
版
「
読
書
欄
」
で
紹
介
記
事
を
得
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。


